
フランス語人称代名詞の転用1）

田　口　紀　子

0．はじめに

フランス語では，本来用いられるべさ人称代名詞の代わりに，別の人称代名詞が用いられるこ

とがあり，この事象は一般に「人称代名詞の転用」（la　transposition　de　persome）と呼ばれて

いる。例えば母親が子供に向かって話しかける場合，tuを用いる代わりに，

（1）　J’ai　6t6　bien　sageP　　一

（2）Nous　avons　6t6　bien　sage？一

（3）　On　a　6t6　bien　sageP　　一

（4）　Il　a　6t6　bien　sageP　　－　　　　　　　　　　　　　　「

というふうに，様々な人称代名詞を使うことができる。tuの代わりに用いられるこれらの代名詞

は，しばしば「親愛語」（hypocoristique）であると説明される。しかし説明されるべきなのは，

なぜこれらの代名詞が用いられるときにhypocoristiqueな効果が現われるのか，言いかえれば，

そのような効果をあげるためになぜこれらの代名詞が用いられるのか，という転用のメカニズム

であるだろう。はたして（1）一（4）の間にニュアンスの違いがあるのか，それとも全く等価であるのか

といった問題も，そのメカニズムが解って初めて議論されることができるようになる。

他方，leの代わりに用いられる全く逆の効果を持つnousがある。門つは一人称単数のjeが持つ

遠慮の無さを隠すための，いわゆる“”o粥d’auteur”，もう一つは，公式の文書や，政治的演説に

現われる，“％o粥autoritaire”あるいは“πo粥de　maj　est6”である。同じnousという代名詞が，

このように正反対の価値を持つことは，どのように説明したら良いのだろうか？

我々は，二つの異なった現象が，これらの人称代名詞の転用の裏に存在すると考える。一つは，

人称間の対立を解消するための発話の人称構造の変換，もう一つは，指示対象に不定性を付与す

るための複数化である。そしてonによる転用も，　onを汎・人称性を持った実詞であると考えるこ

とによって，他の人称代名詞の転用と同様，この二つの現象による枠組みで扱えることを示した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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いと思う。

1．フランス語人称代名詞の特徴

フランス語の人称代名詞のシステムは，何よりもその発話行為に対する依存性によって特徴づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篭

けちれる。jeとtuが誰をさすのかは，具体的な発話行為の中でしか決定され得ない。　jeとは自ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／、�wして“je”という者であり，tuとは発話者がその人に向かって“tu”と呼びかける人物である。つ

まり，ある具体的な発話行為があれば，この二つの人称代名詞は自動的に，特定（d緬ni）の指示

対象を獲得するのである。

これに対してi1は，　jeとtuによる発話行為から排除された者である。このことはしかし，必ず

しもi1が発話の場に不在であることを意味しない。一見会話に参加している人物を指すのにi1を

用いることもある。

（5）Je　vous　pr6sente　Monsieur　X，　il　est　le　nouveau　directeur　de．∴　　　　　　　　　　　　　　　　一

要点は，ilがその発話行為の当事者ではないということである。実際，代名詞i1の指示対象は，

談話において様々な位置をしめ得る。i1は発話の場にいるかもしれないし，それまでの談話で導

入されたものかもしれないし，そうでなければ発話者と共発話者の記憶の中で初めて見つけられ

るものかもしれないのである。「彼」がどこにいようと確実なのは，「彼」は発話行為の参加者で

あるとは考えられていない者だということである。発話行為というのは，厳格にje－tuによる二項

的性格を持つものだからである。ある発話行為が与えられると，jeとtuの指示対象は自動的に決

定され，jeでもtuでもないものは，　i1で表さなければならない。これが，我々が先ほど「発話行

為に対する依存的性格」と呼んだ，フランス語人称代名詞の特徴である。

この結果として現われる，フランス語人称代名詞のもう一つの特徴は，その特定的（d6丘ni）な

性質であ。jeとtuが発話状況の中で特定な指示対象を指すとすれば，　i1は発話者，共発話者以外

の第三者で，その発話状況において間違いなく特定できるものでなければならない。

ただし，nous，　vous，　ilsという複数の人称代名詞は，定・不定どちらの指示対象を持つことも

できる。これらの代名詞は，〈定である単数代名詞＋α〉という構造を持っているが，このσは

定・不定どちらの場合もあり得るかちである。（nousはjeとtuを指す場合は全体として定になる

が，jeと不特定の他者を指す場合にはその指示対象全体は不定となる。）この点は，また後で問題

となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

この発話状況に対する依存性と，指示対象の定的性格は，フランス語人称代名詞の体系を，い
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わゆる「遊び」のないものにしている。狛，tu，またはilと言ったとたんに，我々は一つの限定さ

れた発話状況の中に絡み取られることになる。そこでは「誰が誰に対して誰について話している

か」という点に関していかなる誤認の可能性もないように，決定的に指示対象が付与されており，

この三つの人称によって指示された対象の間には，発話行為をめぐって越えがたい溝ができるの

である。

ところで我々はしばしばこの人称間の対立を解消したり，あるいは代名詞の指示対象のアイデ

ンティティーをぼかす必要を感じることがある。そのような場合に用いられるのが，「人称代名詞

の転用」という手段なのである。以下の議論において，我々はこの「人称代名詞の転用」が二つ

の機能を持っていることを示そうと思う。一つは複数化による指示対象の不定化であり，もう一

つは発話構造の変換による人称間の対立の回避である。

2．複数化

まず複数形人称代名詞による転用の例を見てみよう。単数形人称代名詞によって，その指示対

象が決定的に明白になることが好ましくない場合，複数形をその代わりに用いることによって，

そのアイデンティティーをぼかす事ができる。先ほどあげた“％o粥d’auteur”と，いわゆる“πo粥

de　majest6”がこれにあたる。単数であり，特定的な発話者を指すために用いられる，この二つの

nousの用法は，「謙遜」と「尊大」という正反対の効果を持つと言われている。しかしその構造は

どちらも，〈真の発話者である単数のje＋不定のα〉というものである。この不定の認が発話者の

権威を支持するように働けば，それは“〃o〃sde　majest6”となる。

（6）Au　nom　du　Peuple　et　de　l’Empire　frangais，遡，　G6n6ral　De　Gaulle，　Chef　des

Frangais　Libres，．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tr6sor）．　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　　　　　　　　　　　、
ｱのαが，発話者の他の人たちとの協力を意味する場合は，nousはatt6nuationとして機能す

る。“πo粥d’auteur”がこの場合である。

（7）Nous　traiterons　cette　question　dans　la　deuxi6me　partie　de　rouvrage．　　　　　　‘

（Grand　Larousse）

どちらの場合もその構造は，不定のαが特定的発話者にある不定量の外延を付加しているだけで

あるが，その外延が文脈によって異なった解釈をうけるのである。　・
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ここでは詳しい議論はできないが，“勿粥de　poIitesse”も同様に，〈tu　d舐ni＞に不定のαが付

加されたものと分析することができると思われる。

3．人称構造の変換

次に人称構造の変換の例をいくつか見てみよう。まずtuが，それ以外の人称の代名詞によって

転換される場合がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

（1）　Est。ce　queヱai　6t6　bien　sage？

（4）　Est。ce　qu’圭l　a　6t6　bien　sageP

（2）　Est－ce　queコ≦型§avons　6t6　bien　sageP

ここでは，子供に対して普通用いられるtuに代わって，他の三つの人称代名詞が観察されるが，

転換の仕組みは，（1），（4）と②で異なっている。　　　　　　　　　　　・

（1），（4）では，発話者は自らの一人称を放棄し，その結果として相手の子供を二人称として把握

することをやめ，自らが子供の立場に移行して発話していると考えられる。（1）ではその自然な結

果としてjeが用いられている。（4）についても同様である。子供は自分の事を話すときには，　jeを

用いる他に，大人たちが自分のことを話題にするときに用いるilをそのまま使うことがあるが，

（4）のilはその「子供言葉」を発話者が使っているのである。このように，発話者は相手の子供に

成り代わって発話し，それによってtuを使えばあらわになってしまう，　jeとtuの間にある避け

難い対立，疑問文ではさらに強調されるこの対立を，回避しようとしているのである。この対立

の回避が，結果として「親愛」の効果をあげるのである。’

他方（2）のような，二人称単数の相手に対してnousを用いるケースは，大人同士の会話でも観

察される。医者が患者に対して次のように言うことがある。

（8）Eh　bien，　Madame，　comment　allons・nous2

一
ここでは相手に対する特別の気遣いが現われているが，同じ用法も場合によってはイロニック

な効果をあげる。

（9）Que　de　fois［＿］6tions　nous　arret6s　par　quelque　ami，　qui，　tapotant　ma　joue，　me　disait

：《H6　bien，遡§deviendrons　un　grand　savant，　comme　le　p6reP》（0η％41～o∂醜）

4



フランス語人称代名詞の転用

これらの一連の，二人称単数に代わるnousの用法では，（1），（4）で見たような，発話者の共発話者

に対する同化は行われない。発話者は自分の一人称を放棄するのではなく，自分の利益を相手の

利益と同一視することによって，相手の行為に一人称として参加するのである。このようにして

行為主体としてのnousが生まれることになる。このnousは，発話者が共発話者の行為に実際に

好意的な場合には，親愛の情や，気遣いを表すが，共発話者に対して中立的，あるいは明らかに

敵対する人物によって用いられるときには，イロニックな効果をあげるのである。

またここでは十分に論じることができないが，三人称に代わって用いられるnOUSも，同じ人称

変換の構造を持っていると考えられる。例を一つだけ挙げておこう。弁護士は自分が弁護する人

物を，次のようにnousで指し示すことができる。

⑩辿型§pr6tendons　n’avoir　commis　aucun　acte　r6prim6　par　la　loi．（Gηη4　Z〃o粥sの

複数人称代名詞と，定・不定の関係から指摘しておけば，複数化の例として検討した（6），（7）の

nousは，不定の人称代名詞であるのに対して，人称の転換として取り上げた（2），（8），（9），⑲のnous

は，発話者と共発話者，または発話者と特定の第三者を指示対象とする，定代名詞である。これ

らのnousは，発話者の他者の行為への連帯を表し，発話者と行為の実際の主体の間にある人称の

対立は，こうして乗り越えられるのである。

@　　　　　　　　　　　　　‘　　　、　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　L

ﾏ　　　　　4．onによる人称代名詞の転用

」　　我々のonの分析は，次の二つの前提に基づいている。その実詞性と，その汎・人称的性質であ

る2）。onは一般に不定代名詞と考えられているが，我々はonはそのラテン語源であるhomoか

ら，実詞としての性格と，「人一般」を示す意味どを受け継いでいると考える。

onの実詞としての性格は，他の代名詞と比べた場合明らかである。まず，他の人称代名詞は続

いて現われる動詞の前でいちいち繰り返される必要はないが，onの場合は動詞ごとに繰り返され

なければならない。

α⑳On　frappe，　on　entre，　on　s’assied　et　on　se　met　au　travai1．　　　　　　　（Muller）　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

次に，onは主格しかなく，他の人称代名詞のような独自の斜格形を持たない。さらに，　onには定
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冠詞を付加できることも，その実詞性をうかがわせる特徴の一つである。

onが汎・人称的性格を持つこと，すなわち「私も，あなたも，人は誰でも」という，人称間の

対立を中和するような意味内容を持つことは，onが不定かつ複数という価値を持つことを意味す

る。onの不定性ということは，我々の議論にとって重要な帰結をもたらす。すなわち定である他

の人称代名詞の代わりにonが用いられる場合は，「等価」ではなく「競合」の関係にあるという

ことを意味するからである。もしonの使用が他の人称代名詞の等価の代用であるとしたら，これ

まで頻繁に指摘されてきたonの様々な文体的効果は生じ得ないはずである。

ここまでの考察で，onの使用自体が，先にみた人称代名詞による人称の転換と同じ構造を持っ

ていることが明らかになったと思う。第一に，一／二／三人称という人称間の対立を持たないon

は，他の人称代名詞を用いた場合には必然的に生じる人称間の対立を解消することができる。次

に，onはその不定性と複数性のために，指示対象の定的性格をぼかす効果をあげる。しかしこれ

まで見てきた人称代名詞による転換と異なるのは，onの場合には，この二つの操作が一つの使用

例において，同時に行われるという点である。

㈲　Le　travail　dont　g旦expose　les　r6sultats　dans　cet　ouvrage　a　6t6　compris　par　nous

co㎜e　l’ex虚rience　d’une　m6thode郎ammaticale．（Ro酬踊07）

G◎Ma　belle　mine負t　le　reste，　car　il　faut　bien　dire　qu’g旦sait　se　pr6senter（71名禽07）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
ｱの二つのonの用例は，　jeの代わりに用いられているが，　nousによる転用のケースがそうであ

ったように，正反対の効果をあげている。㈱のonは，71矯oγの説明によれば，「慎み深さと遠慮」

を表している。他方0◎では，onの持つ傲慢な効果は明らかである。どちらの場合も，　nousと同

じように，je固有の支持対象への不定量の外延αの付加が行われており，このαが発話者のアイ

デンティティー，礼を失わないためには，あるいは逆に尊大になるためには明白すぎるアイデン

ティティーをカモフラージュしているのである。しかしそれに加えて，onがその汎・人称的性格

のために，不定量αだけでなく，共発話者とそれ以外の人間をも，潜在的に含んでいるところか

ら，それぞれの文体的効果がさらに強調されているのでる。（6），（7）のnousは，　jeと不特定多数の

第三者を含むものだったが，onはjeと不定・複数の第三者に加えてtuをもまきこんでいるので

ある。

onによる転用を網羅的に見て行く余裕はないが，もう一つの具体例として，　tuの転用としての

onを，　nousによる転用と比べて検討してみよう。

（2）　Esし㏄que型塑avo籍s　6t6　bien　sageP

（3）　Esレce　qu’g皇a6t6　bien　sageP
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　　　　　　　　　　　　　　　　●

ｱのような状況では，onによるtuの転用は常に可能であるが，　nousによる転用は発話者と子

供の間に前もって親密な関係が成立している場合にしか行われないことが，青木（89）によって

指摘されている。その理由はおそらく，nousが発話者であるjeを，子供であるtuと結びつける

ことによって，親愛の情を表現するという構造を持つ点にあると思われる。つまりこの結びつき

によって，彼ら二人は，彼らの緊密な関係から排除された第三者達と対立し，この対立がさらに

ディスクールの親密さを増しているのである。それに対して，onは子供に最大限の外延を与え

る。子供は「私」と「あなた」が結びついたものだけではなく，「すべての人間」になるのであ

る。このようにしてonによる転用はnousと同じような拡大効果をあげるが，　nousの方が他者を

排除する分だけ親密さが強く，指摘された使用の制限は，ここに起因するものだと考えられる。

5．不定のilsとon

最後に不定のilsとonの違いについて簡単にふれておきたい。　onは，文脈による制限を受けな

いとき，すなわち他の人称代名詞の転用として用いられないときは，“moi，　toi　et　tout　le　monde”

という本来の価値を保持し，人称代名詞で言えば「不定のnous」とほぼ等価となる。文脈に左右

されない格言のonがこのケースである：

　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　t

N　Quand　g塾veut　quelque　chose　dans　l’existence　g皇yarrive　　　　　　　　，　（Boutet）

もしも文脈から，発話者と共発話者がその行為から排除されていることが明白な場合は，結果と

してonは転用となり，不定のilsと同じように解釈される。

㈹Mariette，　rombrelle　et　1’6charpe；on　s’impatiente　peut－etre　a　la　maison．（7矯oγ）　　　　　　　　　　　　　　　　　一

⑰　Bon　je　vois　sur　le　journal　qu’a　la　SKF　g塾embauchait．（Boutet）

このような文脈では，onとilsはどちらも「人は」という意味になり，　onは不定のilsと等価であ

るように見える。

しかし，je／tu以外の人間が問題になっていることが解っている場合でも，　ilsの使用はonの使

用よりも条件がきついのである。不定のilsを用いるためには，まず個々の指示対象のではなく，

指示対象が属している集団のアイデンティティーがはっきりしていなければならない。どの集団

が問題になっているのかがはっきりしていない場合には，いくらje／tu以外の人間を指すことが
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明白なコンテクストでも，ilSは用いられない。例えば，

（1⑳　On　frapPe　a　Ia　porte．　　一

とはいつでも言えるけれども，どのグループの人間かが解っていなければ

（19》　11s　frapPent　a　la　porte．　　一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

は難しい。

不定のilSのもう一つの使用条件は，発話者と共発話者がその集団に属していないことが確実で

なければならないということである。ここからilSの持つ「軽蔑」「さげすみ」というニュアンス

が生じるのであり，このニュアンスはonは本来持っていないものである。もしMoignetが言うよ

うに，「ilsがonよりも少ない度合の不定性を示す3》」としたら，それはilsが特定のクラス，そこ

から「我々」が決定的に排除されているような，なんらかの意味的特徴を持っているあるクラス

を構成するからなのである。フランス人にとってそのクラスとは，L8β伽偽㎎16のあげている

，　例文によれば，「国家」「税務署」そして「外国人」であるらしい。

⑳　11s，　c’est　tout　le　monde：les　patrons　pour　les　employ6s，1es　employ6s　pour　les　patrons，

les　domestiques　pour　les　maitres　de　maison，　les　maitres　de　maison　pour　les　domesti一

ques，1es　automobilistes　pohr　les　pi6tons，　les　pi6tons　pour　les　automobilistes　et，　pour

les　uns　comme　pour　les　autres，1es　grands　ennemis　communs：1’Etat，1e且㏄，

　　　r6tranger．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P．　Daninos　cit6　dans　L6　Bo〃乙な卿）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

ｻしてこのnousとilsの間の対立を緩和するのが，　onによる転用なのである。

⑫1）Vous　avez　6crit　au　ministere．　Qu’est・ce　qu’型§vous　ont　r6ponduP

⑳　Vous　avez　6crit　au　ministこre．　Qu’est・ce　qu’9旦vous　a　r6pondu～

⑳のilsが持っている「奴ら」というニュアンスは，㈲のonにはない。両者とも不定ではある

が，ilsはnousを排除した「不定」であるのに対して，　onは本来nousをも含み得る「不定」であ

　る。

@　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

@　　　　　　　　　」
黶@　　　㈱　On　se　couchait　dix　mille，　on　se　r6veillait　cent．　　　（V．　Hugo　cit6　dans　Cressot）　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

ﾉついてCressotは，「レシにおいて，　ilsの代わりにonを用いることによって，作者はその行為

に自ら参加し，また読者をも参加させることができるのである」と指摘するが，この文体的効果
の背後には，このような転用のメカニスムが存在するのである。　　　　　！　　　　　’　　　　　’

6．結　　語

我々がこの論文で明らかにしようとしたのは，フランス語の人称代名詞の転用は，どんな転用

もが許容されるわけではなく，ある決まったメカニスム，つまり複数化による指示対象の不定化

と，発話構造の変換による人称間の対立の回避という，二つの論理を持っているということであ

る。そしてこの転用という事象は，フランス語の人称代名詞の持つ定的，相互排除的性格と，談

’話レベルでの発話者の必要との間の葛藤を反映しているのである。

NOTES

1）　この論文は，1992年4月Zurichで開催された，20e　Congr6s　Intemational　de　Linguistique　et

Philologie　Romaρesでの口頭発表を，若干の変更を加えて訳出したものである。フランス語のver・

sionは，　L㏄．4c彪s伽20e　Co㎎腐乃z該召㎜κα㎎142〃㎎嬬吻麗θ’P膨o‘ρg彪1～o〃ηπεs，　Maison

K．G．　Saur，　Munichに掲載される予定である。

2）　詳しくは田口（90）を参照されたい。

3）　Moignet（1965），　pp．157・158．
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